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＜連絡事項＞
・２Fの体温計の修繕伝票提出しているが、修理出来ないとのことで、新しく非接触型のものが来る予定。
＜患者様連絡事項＞
・服部　智子様～嗄声、鼻汁がある事を報告し、ＰＬが4日分処方となっている。
・三浦　光子様～スミルスチックが1本処方となっている。
・新井　敏弘様～本日の様子を報告し、リスペリドン内用液が6日分処方となっている。また、不穏時のクエチアピン（25）が10回分処方となる。
・小山田　チヤ様～食べこぼし見られる為、エプロン使用してください。また、退院指示・退院時処方(3日分)出ている。
・佐々木　忠明様～頭部ＣＴ実施している。
・大澤　廣子様～14:00オンライン面会実施している。
・是川　志郎様～次女様より、洗濯物の中にサンダルが入っていたがどうしたのか、靴下に出血痕があったが（左第1趾付近）どうしたか。との問い合わせあり。サンダルは汚染や破損があった、靴下の出血痕は爪を切った際のものの可能性あり謝罪し介護シューズの購入をすすめると、サンダルはカタログで購入して頂きたいとの希望あり、承る。また、次回のきどクリニックへ持参する尿は当日8:00に取りに来るとのこと。
＜部屋移動＞

・河原木　きみゑ様～南Ａ124➝南Ｄ203　（電カル上）
・上田　恭子様～南Ｄ203➝南Ａ115　（電カル上）
・馬場　貞蔵様～南Ａ115➝南Ａ124（寒いからと部屋移動希望）
＜歯科＞

・是川　志郎様～次回は、10/9（金）です。

＜馬渡Ｄｒ診察＞

・松尾　秋男様～処方継続、退院調整の指示あり。
・清水浩様・清川恵様～処方継続、退院支援の指示あり。
・工藤　禮子様～臨時薬一部追加し7日分継続処方。
・馬場　貞蔵様～臨時薬一部内容変更により、7日分継続処方。
・舛森　市太郎様～臨時薬7日分処方、点滴4日分処方。下肢は、火曜日に皮膚科診察を
するようにとのこと。
・上田　恭子様・木村　茂様・山田みつゑ様・西塚幸子様・小山田チヤ様・中市　正治様・栃木　春子様・大渡　勝男様・服部　英喜様・三田　よし子様・飛鳥　サト様～臨時薬同内容にて7日分処方。
・佐々木忠明様・臨時薬一部追加になり、7日分継続処方。
・飛鳥　サト様～点滴終了になります。水分摂取を促していくようにとのことです。
・山田　みつゑ様～血糖測定終了になります。
・小山田　チヤ様～退院指示と退院時処方を含んで臨時薬7日分処方。
・松尾　秋男様～歩行状態の観察をするようにとのこと。
・木村　茂様～田中DR診察時に、現在、酸素使用しているが、今後も使用が必要であるよ
うであれば、酸素使用に対応できる施設を探した方が良いか確認して下さ
い。
＜要注目患者様＞
・山田　石見様～体温36.8℃　脈拍101回/分　血圧135/88㎜Hg　酸素飽和濃度99％。声掛けには発語あり。痰鳴なし。深夜で白湯100ml追加し、日中も白湯100ml追加している。
・木村　茂　様～体温36.6℃　脈拍66回/分　血圧89/68㎜Hg　酸素飽和濃度95％。苦しい所は「ない」と話す。昼分　白湯100ml追加（計250ml）している。
・飛鳥　サト様～体温36.2℃　脈拍59回/分　血圧94/43㎜Hg　酸素飽和濃度96％。朝食1/2、昼食は介助にて全量摂取。
・佐々木　忠明様～「わぁ、やっぱりここで死ぬみたいだ。」「お金払ってないから（ご飯）食べられない。」等と発言は悲観的も、食事は全量摂取している。
・馬渡　隆様～10:30妄想様の発言や車椅子からの立ち上がり多くみられ、声掛けに対しても易怒性や粗暴性見られる為、不穏・興奮時のジアゼパム５mg錠　1T服用。
・引木　勇雄様～帰宅要求あり、説明に落ち着くも、しつこさ見られている。
・是川　志郎様～棟内徘徊し、窓を開けようとしていた為、介入要す。介入には易怒性見られず穏やか。
・大渡　勝男様～不穏さ無くホールや自室で穏やかに過ごす。
・角谷　守通様～不穏さ無くホールや自室で穏やかに過ごす。
・舛森　市太郎様～昨日の準夜帯、棟内徘徊、他室を覗く行為あり不眠で経過。不眠時　ルネスタ1㎎　1T　服用。日中は不穏さ無くホールや自室で穏やかに過ごす。
・村田　昌弘様～夜間ベット柵を掴みしきりに起き上がろとする様子あり。入眠促すが「眠くないです」と返答。不眠時　ゾルピデム酒石酸塩錠5mg　服用。朝食時は、傾眠強く再三の促しにて覚醒し、全量摂取されている。
・吉田レイ子様～本日7:00を最終とし、排尿確認出来ず、以後観察していく。
・新井　敏広様～10:00　Cユニットの詰所内へカウンターを乗り越えて侵入する事や介入時、易怒性や粗暴的な様子の為、不穏・興奮時のクエチアピン錠25mg　1T服用。12:20　Cユニットの詰所内へ侵入している所を発見した為、介入要す。介入時、易怒性や粗暴行為著明に有り、スタッフ2名で対応。直後は昼食を拒否していたが、時間をおいて対応後は、介助にて2/3摂取したところで拒否あり終了。内服は時間を要し服用。その後は、ホール席にて過ごす。表情の硬さ見られ、声掛けに対し、無言で経過。13:00易怒性やスタッフに対し粗暴行為著明の為、不穏・興奮時のクエチアピン錠25mg　1T服用。
